
 

先
日
、
素
盞
雄
神
社
に
南
千
住
三
ノ
輪
地
区
の
神
社
祭
礼
総

代
の
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
席
で
宮
司
（
神
社
の
造
営
や

収
税
、
祭
祀
、
祈
祷
に
従
事
す
る
人
）
か
ら
、
「
近
ご
ろ
、
自

分
の
住
む
土
地
の
氏
神
様
の
大
切
な
祭
礼
で
あ
る
こ
と
を
理
解

せ
ず
に
単
な
る
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と
考
え
て
祭
り
に
参
加
さ
れ

て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
祭
礼
の
打
ち
合
わ
せ
会
ま
た
は

祭
礼
の
当
日
で
の
集
ま
り
の
場
で
な
ぜ
、
祭
礼
が
盛
大
に
行
わ

れ
る
の
か
を
一
言
話
し
て
頂
き
た
い
」
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
、
い
つ
も
他
地
域
か
ら
参
加
（
町
内
で
御
輿
を
担
ぐ
人

を
集
め
ら
れ
な
い
た
め
、
よ
そ
か
ら
担
ぎ
手
を
集
め
る
）
さ
れ

る
方
々
の
前
で
の
挨
拶
で
は
「
我
が
町
（
土
地
）

の
人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
災

い
を
祓
い
幸
せ
を
も
た
ら
す
祭
事
で
あ
る
。
」

と
話
し
ま
す
。

神
殿
に
て
厳
粛
に
滞
り
な
く
祭
事
が
行
わ
れ
、

町
内
を
渡
行
す
る
御
輿
の
内
に
は
、
そ
の
形
代

（
神
霊
が
の
り
移
っ
た
も
の
）
が
入
り
ま
す
。

形
代
の
入
っ
た
御
輿
が
町
内
の
氏
子
の
皆
様
の

厄
（
苦
し
み
災
い
、
災
難
）
を
祓
っ
て
く
れ
る

の
で
す
。

今
年
の
祭
は
大
祭
で
す
。
三
年
に
一
度
、
町
内
御
輿
の
他
に

神
社
御
輿
が
出
て
、
南
千
住
、
三
ノ
輪
、
三
河
島
、
町
屋
地
区

を
巡
行
し
ま
す
。
本
年
は
六
月
一
日
、
二
日
、
三
日
と
行
わ
れ

ま
す
。
三
日
午
後
か
ら
コ
ツ
通
り
に
て
宮
入
り
の
御
輿
ぶ
り
が

見
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
大
勢
の
方
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。
私
も
二
日
早
朝
の
宮
出
し
か
ら
参
加
し
ま
す
。

神
社
御
輿
は
、
千
住
間
道
の
都
電
踏
切
前
に
て
三
河
島
に
引

き
渡
し
、
翌
日
の
昼
に
三
ノ
輪
の
大
関
横
丁
（
明
治
通
り
側
）

に
て
南
千
住
が
引
き
継
ぎ
ま
す
。
二
丁
目
を
回
り
、
日
光
街
道
、

仲
通
り
、
コ
ツ
通
り
を
巡
行
し
て
素
盞
雄
神
社
へ
入
り
ま
す
。

神
社
御
輿
は
、
町
内
か
ら
選
出
さ
れ
た
白
丁
の
袢
天
を
身
に

着
け
た
人
た
ち
が
担
ぎ
ま
す
。
名
誉
あ
る
こ
と
で
す
。

事
故
な
く
、
り
っ
ぱ
な
祭
礼
に
な
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

コ
ツ
通
り

杉
山
六
郎
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吉
田
喜
一
教
授
の

も
の
つ
く
り
工
学
便
り

都
立
産
技
高
専
名
誉
教
授

吉
田
喜
一

先
月
、
2017
年
の
確
定
申
告
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
去
年
の
社
会
保
険
料
や
医
療
費
の

支
出
の
整
理
を
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
料
は
約
43
万
円
で
し
た
。
介
護

保
険
料
は
，
年
金
か
ら
天
引
き
で
す
が
約
10
万
円

で
し
た
。
生
命
保
険
（
都
教
職
員
共
済
）
に
入
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
約
20
万
円
で
す
。
支
出
の
合
計
は

約
73
万
円
で
し
た
。

医
療
費
は
、
入
院
も
し
た
の
で
約
35
万
円
で
し

た
。
あ
わ
せ
て
100

万
円
を
超
え
る
支
出
で
し
た
。

国
民
健
康
保
険
43
万
円
の
高
さ
に
、
今
更
な
が
ら

驚
き
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
払
え
な
い
方
が
続
出
す

る
の
も
当
然
だ
と
思
い
ま
す
。

私
の
場
合
、
年
金
以
外
の
収
入
が
ま
だ
あ
る
か

ら
ど
う
に
か
な
っ
て
い
ま
す
。
大
学
や
高
専
の
非

常
勤
講
師
手
当
で
す
。
今
大
学
・
高
専
は
ど
こ
で

も
、
非
常
勤
講
師
も
70
歳
定
年
で
す
。
来
年
度
か

ら
収
入
は
年
金
だ
け
で
す
。
生
活
の
仕
方
を
転
換

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
に
行
っ
て

こ
ん
に
ち
は
。
メ
ガ
ネ
の
サ
ト
ウ
４
代
目
で
す
。
当
店
は
初
代
の
創

業
以
来
、
メ
ガ
ネ
の
専
門
店
と
し
て
営
業
し
て
お
り
、
時
計
は
一
度
も

扱
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
す
が
、
近
年
「
腕
時
計
の
修
理
・
電
池
交
換
」

の
お
問
合
せ
が
増
え
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
背
景
に
は
、
時
計
店

の
減
少
が
あ
る
よ
う
で
、
荒
川
区
内
で
も
営
業
さ
れ
て
い
る
時
計
店
は

ご
く
僅
か
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

街
の
時
計
店
は
受
難
の
時
代
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
定
の
利
益
が
見

込
め
る
新
品
の
時
計
販
売
は
大
型
量
販
店
や
ネ
ッ
ト
通
販
に
押
さ
れ
て

い
ま
す
。
安
価
な
（
＝
修
理
・
電
池
交
換
す
る
ほ
ど
の
価
値
が
な
い
、

使
い
捨
て
に
近
い
）
時
計
や
、
太
陽
電
池
内
臓
で
電
池
不
要
な
時
計
が

増
え
ま
し
た
。
携
帯
・
ス
マ
ホ
の
普
及
で
腕
時
計
を
し
な
い
人
も
増
え

て
い
る
よ
う
で
す
。
も
は
や
従
来
の
時
計
関
係
だ
け
で
生
計
を
立
て
て

い
く
こ
と
が
厳
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
で

は
、
後
継
者
や
新
規
参
入
な
ど
望
む
べ
く
も
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

今
、
過
疎
地
や
高
齢
化
が
進
む
地
域
な
ど
で
、
徒
歩
圏
内
に
あ
っ
た

店
舗
が
閉
店
す
る
こ
と
で
、
日
常
の
買
い
物
が
困
難
に
な
る
「
買
い
物

難
民
」
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
連
想
さ
せ
る
出
来

事
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
「
乗
っ
て
残
そ
う
ロ
ー
カ
ル
線
」
で
は
な
い

で
す
が
、
無
く
な
っ
て
は
困
る
身
近
な
お
店
は
積
極
的
に
利
用
し
た
い

と
こ
ろ
で
す
し
、
お
店
の
側
も
お
客
様
に
喜
ば
れ
、
他
店
よ
り
も
選
ば

れ
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の
努
力
や
、
時
代
に
合
わ
せ
た
変
革
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
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★
休
業
日
の
ご
案
内
【土
休
日
は
営
業
し
ま
す
】★

３
月
…
30
（
金
）

４
月
…
５
（
木
）
、
10
・
17
（
火
）

★
営
業
時
間
の
ご
案
内
★

…
AM
９
時
～
PM
６
時
30
分

※
３
月
27
（
火
）
の
み
、
PM
１
時
か
ら
営
業
し
ま
す
。

…
AM
10
時
～
PM
５
時

メ
ガ
ネ
の

祐
一
郎
君
の

ア
ド
バ
イ
ス

消費生活

アドバイザー

佐藤祐一郎

天
王
祭

「
買
い
物
難
民
」
は
身
近
な
話
題
で
す

春
の
大
感
謝
セ
ー
ル
実
施
中

土
休
日

平
日
（
月
～
金
）


